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認　定×○×○××○○×○決平成２４年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について

第
３
回
定
例
会

認　定×○×○××○○×○決平成２４年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定×○×○××○○×○決平成２４年度小金井市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定×○×○××○○×○決平成２４年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認　定×○×○××○○×○決平成２４年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市一般会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○総小金井市諸収入金の督促及び延滞金に関する条例等の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市立保育園条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○厚小金井市学童保育所条例の一部を改正する条例

原案可決○○○○○○○○○○建東京たま広域資源循環組合規約の一部を変更する規約

可　決○○○○○○○○○○建市道路線の認定について

原案可決×○○○○○○○×○予平成２５年度小金井市一般会計補正予算（第３回）

原案可決○○○○○○○○○○予平成２５年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第３回）

同　意○○○○○○○○△○即固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて

原案可決○○×○○○○○×○即行財政改革に係る諸問題の調査（議員案）

原案可決○○○○○○○○○○即平成２５年度小金井市一般会計補正予算（第４回）第
４
回

臨
時
会 可　決○○○○○○○○○○即東小金井駅高架下自転車駐車場（西側）開設工事請負契約について

自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
みんなの党・小金井刷新の会
生活者ネットワーク
改革連合
市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井をおもしろくする会

（自民党小金井）
（日本共産党）
（公　 明　 党）
（市議会民主党）
（みんなの党）
（生活者ネット）
（改 革 連 合）
（市 民 自 治）
（市 民 会 議）
（こ が お も）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （３面～７面）
９月５日・６日・９日・１０日

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
市
立
は
け
の
森
美
術
館
の
緑
地

内
に
は
喫
茶
棟
と
茶
室
が
あ
る
。
喫

茶
棟
は
湧
水
の
あ
る
環
境
を
生
か
し

て
美
術
の
森
敷
地
内
で
カ
フ
ェ
を
営

業
す
る
有
名
店
で
あ
る
。
喫
茶
施
設

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
美
術
に
親
し

ん
で
も
ら
い
来
館
者
増
に
つ
な
げ
る

と
い
う
が
、
美
術
館
の
開
館
中
に
長

期
の
夏
季
休
暇
を
と
っ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。
ま
た
、
茶
室
は
閉
鎖

さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
て
、
こ

の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
朽
ち
て
し
ま
う
。

契
財
政
難
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
喫
茶
棟
の
家
賃
を
徴
収
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
形
茶
室
の
価
値
、
市

の
利
用
方
針
を
問
う
。

　

市
民
部
長　

契
他
市
で
も
同
種
の

家
賃
は
お
お
む
ね
免
除
の
扱
い
だ
が

今
後
検
討
し
て
い
く
。
形
茶
室
（
花

侵
庵
）
は
著
名
な
建
築
家
佐
藤
秀
三

氏
と
中
村
研
一
画
伯
の
コ
ラ
ボ
に
よ

る
建
物
で
あ
る
。
美
術
館
開
館
当
初

は
一
般
貸
出
を
し
た
が
、
現
時
点
で

は
修
復
を
必
要
と
す
る
。

　

許
野
川
の
小
金
井
街
道
か
ら
武
蔵

野
公
園
ま
で
の
右
岸
に
は
、
遊
歩
道

（
管
理
用
通
路
）
か
ら
河
川
敷
へ
降

り
る
階
段
が
な
い
。
中
前
橋
辺
り
の

野
川
右
岸
に
階
段
設
置
の
市
民
要
望

も
あ
っ
た
。
市
と
し
て
の
見
解
を
問

う
。

　

市
長　

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
都
に
対
し
て
実

現
に
向
け
働
き
か
け
た
い
。

美
術
の
森
緑
地
施
設

美
術
の
森
緑
地
施
設
とと

野
川
の
階
段
設
置
に
つ
い

野
川
の
階
段
設
置
に
つ
い
てて

今
後
の
市
の
介
護
予
防
支

今
後
の
市
の
介
護
予
防
支
援援

に
つ
い
て
問

に
つ
い
て
問
うう

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報

告
書
で
は
、
軽
度
の
介
護
認
定
者
に

つ
い
て
今
後
の
市
町
村
対
応
の
方
向

性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
全
国
的

に
軽
度
な
認
定
が
増
え
て
き
て
い
る

な
か
で
市
の
現
状
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
導
入
や
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
等
の
工
夫
に
よ
り
社
会
保
障
費

の
歳
出
を
抑
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

こ
の
５
年
間
の

認
定
者
数
で
は
、
要
支
援
で
約　

％
２７

増
、
要
介
護
で
約　

％
増
で
あ
り
、

２０

平
成　

年
度
末
に
要
支
援
者
数
が
千

２０

　

人
、
要
介
護
が
２
千　

人
で
あ
っ

３９

５８８

た
が
、
平
成　

年
度
末
で
は
、
そ
れ

２４

ぞ
れ
千　

人
、
３
千　

人
と
、
要
支

３２３

１１２

援
の
伸
び
率
が
高
い
の
が
現
状
。
報

告
書
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
地
域
で
の
取
組
を
活

用
し
た
自
助
・
共
助
を
支
え
る
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
自

治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
医
療
機
関
等
の
活

動
と
合
わ
せ
て
可
能
な
支
援
を
行
い
、

支
え
合
う
地
域
を
つ
く
る
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
が
、
財
源
や
国
の
制
度
変
更

の
動
向
を
重
視
し
、
他
市
と
の
情
報

交
換
等
も
含
め
、
今
後
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
の
成
立
を
受
け
、
今
後
の
方
策

や
対
応
策
」「
道
路
の
官
民
境
界
確
定

と
安
全
な
道
路
整
備
の
推
進
を
」「
行

革
で
の
違
っ
た
発
想
と
転
換
に
よ
る

効
果
」
を
質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　決：決算特別委員会


